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研究成果の概要（和文）：本研究は日中の弱い持続的な咬みしめ等がインプラント周囲炎に関与している可能性を明ら
かにすることを最終的な目標とし，多施設でインプラント患者の長期にわたる追跡調査を行うために，歯科インプラン
ト治療患者における微弱かつ持続的な咀嚼筋活動の計測評価法を確立することを目的とした。本研究結果より，咬筋お
よび側頭筋に表面筋電図電極を貼付した場合においては笑筋の影響は大きくないこと，咬筋および側頭筋においては筋
電図電極と荷重負荷との間に直線的な正の相関関係を認めること，インプラントによる臼歯部の咬合回復によりリズミ
カルな筋活動が減少することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to establish an evaluation method of low level and 
sustained muscle activities of the masticatory muscles for the implant patients. From the results of this 
study, these were revealed that (1) the effect of muscle activity from the risorius muscle was not large 
influence to the masseter and the temporalis muscle, (2) positive correlations were observed between the 
occlusal bite force and EMG activities of the masseter and the temporalis muscles and (3) phasic EMG 
activities would be decreased with the occlusal rehabilitation for the implant patients.

研究分野：補綴系歯学

キーワード： 筋電図　咬筋　インプラント　歯科生理学　ブラキシズム
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１．研究開始当初の背景 
インプラントは天然歯と同様に周囲組織

の炎症によりインプラントが喪失する症例

が認められる。天然歯において細菌感染（歯

周炎）と過剰な咬合力負担（咬合性外傷）が

起こると，歯周組織の破壊が進行し，歯を喪

失する。インプラントも天然歯と基本的には

同様であると考えられており，インプラント

周囲炎は天然歯に発症する歯周炎と多くの

類似点を有する。歯やインプラントにかかる

日常的な咬合力も重要な因子として関与し

ていることが臨床的に示唆されている。われ 
われは日中の弱い持続的な咬みしめやリズ

ミカルな咬みしめ（Phasic episode）が歯の
欠損の進行に関与している可能性を報告し

ている。このことは歯の欠損を有するインプ

ラント治療を受ける患者においてもあては

まる可能性が高いと推測される。 
 
２．研究の目的 
本研究は日中の弱い持続的な咬みしめ等

がインプラント周囲炎に関与している可能

性を明らかにすることを最終的な目標とし，

多施設でインプラント患者の長期にわたる

追跡調査を行うために，歯科インプラント

治療患者における微弱かつ持続的な咀嚼筋

活動の計測評価法を確立することを目的と

した。 
 
３．研究の方法 
日常生活中の咀嚼筋の筋活動を計測する
際に表情筋の影響は無視できない。そこで，
咬筋中央部，咬筋後方部，咬筋下縁部，側
頭筋前腹および笑筋に電極を貼付し，日常生
活で想定される表情の変化を行わせ，表情筋
の影響の及びにくい貼付部位の検討を行っ
た。解析にはスパイクトリガー平均を用いた。
また，今回計測に用いた筋電計はベースライ
ンノイズが少ないため，小さな荷重負荷も計
測することができるが，これまでにこの小さ
な荷重範囲における筋電図振幅と荷重負荷
との相関関係は明らかとなっていない。そこ
で，本研究でのそれぞれの貼付部位において
筋活動振幅と荷重負荷との間に直線的な正
の相関関係を認めるか検討を行った。 
続いて，前述の研究方法によって確立した
咀嚼筋筋活動の計測法を用いて，インプラン
ト治療患者の治療前後の日常生活における
咀嚼筋筋活動の様相を約１日間計測した。被
験者はEichnerの分類でB1〜B4の者とした。
顎関節症状の徴候および症状がある者は除
外した。本研究では 4名が参加した。 
 
 

４．研究成果 
(1)表情筋の影響を受けにくい咀嚼筋貼付部
位の検討 
わずかに口角を引いた時の笑筋の活動発
火をトリガーとし，笑筋および咀嚼筋の筋電
図波形を重ね合わせたスパイクトリガー平
均の一例を示す（図 1）。すべての被験者にお
いて，いずれの咀嚼筋も笑筋のトリガーと一
致した筋電図振幅の増加は認めなかった。以
上からこの結果から咬筋•側頭筋において笑
筋の影響は受けにくいことがわかった。 

図 1 わずかに口角を引いた時のスパイク 
トリガー平均 

 
(2)荷重負荷と筋活動振幅との相関関係 
荷重負荷と筋電図振幅との相関関係が咀
嚼筋の筋電図貼付部位によって影響を受け
ないか検討を行った。相関図の例を下記に示
す。すべての咀嚼筋貼付部位において荷重負
荷と筋電図振幅との間に有意な直線的な正
の相関関係を認めた（図 2〜5）。一方，笑筋
においては荷重負荷と筋電図振幅との間に
有意な相関関係は認めなかった（図 6）。 

図 2 咬筋中央部の筋電図振幅と荷重負荷と
の相関関係の一例 

図 3 咬筋後方部の筋電図振幅と荷重負荷と
の相関関係 

 



図 4 咬筋下縁部の筋電図振幅と荷重負荷と
の相関関係 

図 5 側頭筋前腹の筋電図振幅と荷重負荷と
の相関関係 

図 6 笑筋の筋電図振幅と荷重負荷との相関
関係 

 
以上の結果から，咬筋中央部，咬筋後方部，
咬筋下縁部，側頭筋前腹のいずれの咀嚼筋
貼付部位においても荷重負荷に比例した筋
活動振幅が計測できることがわかった。 
 
(3)インプラント治療前後における咀嚼筋
活動様相の変化についての検討 
インプラント治療による咬合接触状態の
変化が咀嚼筋の筋活動様相に与える影響に
ついて検討を行うために，インプラント治療
前後において前述の方法を用いて計測を行
った。筋電図電極の貼付部位は咬筋中央部を
選択した。閾値は 20%MVC と，より小さな活
動である 5N とした。下記の通り，インプラ
ントによる咬合回復によって 20%MVC，5N と
もに日中では phasic な筋活動が有意に減少
した（図 7, 8）。Tonic, mixed な筋活動は有
意な変化は認めなかった。一方，睡眠時にお
いては phasic な筋活動が減少する傾向はあ
ったものの，有意な差は認めなかった（図 9, 
10）。Tonic, mixed な筋活動も同様にインプ

ラント治療前後において有意な変化は認め
なかった。 

図 7 20%MVCを閾値とした一時間あたりの平
均筋活動回数（日中） 

図 8 20%MVCを閾値とした一時間あたりの平
均筋活動回数（睡眠時） 

図 9 5Nを閾値とした一時間あたりの平均筋
活動回数（日中） 

図 10 5N を閾値とした一時間あたりの平均筋
活動回数（睡眠時） 

 



本研究結果より，（1）咬筋•側頭筋に表面
筋電図電極を貼付した場合においては笑筋
の影響は大きくないこと，（2）咬筋•側頭筋
においては筋電図電極と荷重負荷との間に
直線的な正の相関関係を認めること，（3）イ
ンプラントによる臼歯部の咬合回復により
リズミカルな筋収縮である phasic な筋活動
が減少することが明らかとなった。 
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